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細 胞 数
（群 体 数 ） 数 体 積

（黄 鞭 ） Uroglena am ericana 360 ◎

（黄 鞭 ） Chrysam oeba rad ians 10

（黄 鞭 ） M allom onas e longata 10

（黄 鞭 ） Synura petersen ii 79

（珪 ） Cyclote lla  glom erata 160 ○

（珪 ） Stephanod iscus sp . 20

（珪 ） Skeletonem a potam os 60

（珪 ） Asterione lla  form osa 70

（珪 ） Synedra acus 60 ◎

（珪 ） Acnanthes m inutiss im a 20

（珪 ） N itzsch ia ac icu laris 60

（珪 ） N itzsch ia sp . 10

（渦 ） Perid in ium  bero linense 20

（褐 ） Cryptom onas sp . 60 ○

（褐 ） Rhodom onas sp . 120
（緑 ） Chlam ydom onas sp . 10
（緑 ） Ankistrodesm us fa lcatus var. m irab ile 10

（緑 ） Staurastrum  dors identiferum  var. o rnatum 3

（藍 ） 藍 藻 綱 0 0.0 0 .0

（黄 ） 黄 緑 藻 綱 0 0.0 0 .0

（黄 鞭 ） 黄 色 鞭 毛 藻 綱 459 40.2 21 .6

（珪 ） 珪 藻 綱 460 40.3 45 .3

（渦 ） 渦 鞭 毛 藻 綱 20 1.8 0 .9

（褐 ） 褐 色 鞭 毛 藻 綱 180 15.8 17 .5

（み ） み ど り 虫 藻 綱 0 0.0 0 .0

（緑 ） 緑 藻 綱 23 2.0 14 .7

（他 ） そ の 他 の プ ラ ン ク トン 0 0.0 0 .0

総       細       胞      数 1142 総 体 積
種           類           数 18 （μ ｍ 3）

注 １） 細 胞 数 の 単 位 は （細 胞 ／ m l）

た だ し ＊ 印 の 種 は 群 体 数 （群 体 ／ m l）

注 ２） 優 占 種 は ◎ が 第 １優 占 種 、○ が 第 ２優 占 種

数 字 は 各 綱 ご と の 占 有 率 （単 位 ：％ ）

注 ３） 細 胞 体 積 は 、顕 微 鏡 観 察 に よ る 画 像 か ら

試 験 的 に 推 定 し た 概 算 値 で あ る 。

7.00E+05

動 物 プ ラ ン ク ト ン

個 体 数
（ 個 体 ／ l）

繊 毛 虫 類 T in tinn id ium  flu v ia t ile 2 80

個 体 数
（ 個 体 ／ l）

輪  虫  類 S ynchae ta  o b lo n ga 220

＊ 個 体 数 に つ い て は 、 プ ラ ン ク ト ン ネ ッ ト で 採 取 し た も の を 直 接 検 鏡 し て 計 測 し た 。

第 　 　 １ 　 　 優 　 　 占 　 　 種

第 　 　 ２ 　 　 優 　 　 占 　 　 種

瀬 田 川 プ ラ ン ク トン 調 査 結 果 速 報

優 占 種 （占 有 率 ）
（綱 ）　種 　　　　　名

滋 賀 県 立 衛 生 環 境 セ ン タ ー

平 成 13年 1月 15日

植物プランクトン第１優占種

動物プランクトン第１優占種

Tintinnidium fluviatile
（フデヅツカラムシ）

繊毛虫類

前端に繊毛束があり、これを動かすことに

より動き回る。

南湖に多く見られる。

Uroglena　americana
（ウログレナ）
黄色鞭毛藻類

楕円形の細胞が球状の寒天質の表層に

規則正しく配列し､球状の群体を形成する。

各細胞は不等長の２本の鞭毛を有する。

2000

コメント：
平成１１年度と１２年度の冬季におけるウログレナの出現状況を比較したのが下図で
ある。１１年度にくらべ、１２月、１月ともにウログレナの出現が多いことが１２年度の特
徴である。

瀬田川におけるUroglena americana の変動
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